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はじめに 
多くの国でナス科植物の生産に被害をもたらしている tobacco mosaic virus（TMV：日本既発

生）や tomato mosaic virus（ToMV：日本既発生）と同じTobamovirus属に含まれる新種のウイル

ス tomato brown rugose fruit virus（ToBRFV）（=Tobamovirus fructirugosum）が、2014年以降、

イスラエル、ヨルダン及びメキシコのトマトにおいて発見された（Luria et al., 2017; NAPPO, 
2018; Salem et al., 2016）。その後、中華人民共和国、アメリカ合衆国、欧州等で発生が相次いで

確認され、根絶活動が実施されており、ToBRFVに汚染された種子の国際移動に伴う世界的な分

散が危惧されている（Chitambar, 2018; EPPO, 2020r; SENASA, 2019; Yan et al., 2019; Zhang et 
al., 2022）。ToBRFVは、トマトの葉に黄化、モザイク及び斑点症状を示し、果実では黄色又は褐

色の斑点、奇形等の症状を引き起こす（Chitambar, 2018; EPPO, 2020l; Luria et al., 2017; Salem et 
al., 2016）。また、ToBRFVは、トマトのTobamovirus属の他のウイルスであるToMV等に対する

抵抗性品種についても感染性があり、さらにトマト生産施設内で通常の管理作業（は種、苗の定植

等）で容易に分散する可能性が示唆されているため、多くのトマト生産国ではToBRFVの侵入に

対する懸念が広がっている（Chitambar, 2018; EPPO, 2020l; 久保田, 2016）。 
日本においても、ToBRFVが侵入した場合、経済的に深刻な被害が生じるおそれがあることか

ら、ToBRFVを植物防疫法施行規則（農林省, 1950a）別表１に検疫有害植物として規定されてい

る。また、急速に分布域を拡大しているToBRFVの侵入・まん延を未然に防ぐため、同施行規則

別表２の２で規定され、全ての地域及び国から輸入される宿主植物の栽植用植物及び栽植用種子に

ついては、輸出国においてToBRFVに対する核酸の塩基配列を検出するために適切と認められる

方法による検査を行うことを要求している。 
今般、ToBRFVの宿主植物及び発生地域に関する新たな情報が得られたことから、改めて

ToBRFVに対する現行の検疫措置の有効性を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施し

た。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 

１．学名及び分類 
（１）学名（ICTV, 2024） 

Tobamovirus fructirugosum 
※近年、ICTVによる命名ルールの見直しがあり、分類学上は二名法による記載が正式なも

のとされているが、本報告書においては従来名称である tomato brown rugose fruit virus
（ToBRFV）を使用することとする。 

 
（２）英名、和名等（CABI, 2024） 

英名：tomato brown rugose fruit virus（ToBRFV） 
 
（３）分類（ICTV, 2024） 

種類：ウイルス 
科：Virgaviridae 
属：Tobamovirus 

 
（４）シノニム 

tomato brown rugose fruit virus（ToBRFV） 
 
（５）その他 
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トマトに感染するTobamovirus属としては、古くから世界的にToMVが発生しているが、

近年は、トマト等のナス科作物においてToMV以外の新種のTobamovirus属の発見と短期間

での各地への発生拡大が報告されている（久保田, 2016）。例えば、tomato mottle mosaic vi-
rus（ToMMV：日本未発生）は、2009年にメキシコの温室トマトから発見された新種のTo-
bamovirus属であり、その後2010年にアメリカ合衆国フロリダ州、2013年に中華人民共和

国のトウガラシで発見され、2014年にはイスラエル、2015年にはスペインのトマトで確認さ

れた（久保田, 2016）。ToBRFVも新種のTobamovirus属であり、トマトのTobamovirus抵抗

性品種（Tm-22抵抗性遺伝子を持つ。）を打破するため、世界的に拡大することが懸念されて

いる（Chitambar, 2018）。 
 

２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１参照。下線部は令和７年（2025年）１月21日改訂時に追加。） 

アジア：インド、中華人民共和国 
中東：イスラエル、イラン、サウジアラビア、シリア、トルコ、ヨルダン、レバノン 
欧州：アイルランド、アルバニア、イタリア、ウズベキスタン、英国、オーストリア、オラ

ンダ、キプロス、ギリシャ、スイス、スペイン、スロバキア、スロベニア、チェコ、ド

イツ、ノルウェー、ハンガリー、フィンランド、フランス、ブルガリア、ベルギー、ポ

ーランド、ポルトガル、マルタ、リトアニア 
アフリカ：モロッコ 
北米：アメリカ合衆国、カナダ 
中南米：アルゼンチン、メキシコ 
大洋州：オーストラリア 

 
（２）生物地理区 

ToBRFVは、旧北区、新北区、東洋区、オーストラリア区及び新熱帯区の５区に分布す

る。 
 

３．宿主植物及びその日本国内での分布 
（１）宿主植物（詳細は別紙２参照。下線部は令和７年（2025年）１月21日改訂時に追加。） 

アオイ科：マルウァ･パルウィフロラ（Malva parviflora） 
アカザ科：ハマフダンソウ（Beta vulgaris subsp. maritima）、ミナトアカザ（Chenopodi-

astrum murale） 
カタバミ科：カタバミ（Oxalis corniculata） 
キク科：セイヨウタンポポ（Taraxacum officinale）、ヒメムカシヨモギ（Erigeron canaden-

sis） 
ゴマノハグサ科：ウェロニカ・シリアカ（Veronica syriaca） 
シナノキ科：シマツナソ（モロヘイヤ）（Corchorus olitorius） 
スベリヒユ科：スベリヒユ（Portulaca oleracea） 
ナス科：イヌホオズキ（Solanum nigrum）、ソラヌム･エラエアグニフォリウム（S. elaeag-

nifolium）、トマト（Lycopersicon esculentum (= Solanum lycopersicum)）、トウガラシ

属（Capsicum spp.） 
ナデシコ科：Polycarpon tetraphyllum 
ヒユ科：アオゲイトウ（Amaranthus retroflexus） 
ヒルガオ科：セイヨウヒルガオ（Convolvulus arvensis） 
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※ 汁液接種により、タバコ属（Nicotiana）では品種によってえそ斑、軽いモットル（斑

紋）症状等、Chenopodium quinoaでは黄化、えそ斑症状を示し、ペチュニア（Petunia 
hybrida）では無症状感染し、ナス（S. melongena）及びバレイショ（S. tuberosum）に

は感染しなかったとの報告がある（Luria et al., 2017; Chitambar, 2018）。一方、別の接種

試験では、タバコの１品種（N. tabacum ’Zhongyan 102’）、ナス及びバレイショの１品種

（S. tuberosum ’Kexin 1’）に感染するが、無症状との報告がある（Yan et al., 2021）。ま

た、ウイルス精製液の機械接種によりナスに全身感染し淡い退緑斑点を生じたが、その後

消失したと報告している（久保田ら, 2023a; Matsushita et al., 2023）。 
上記の報告は、人工的な試験により感染が報告されたものであるため、ToBRFVの宿

主植物とはみなさない。 
 
（２）日本国内における宿主植物の分布及び栽培状況 

ToBRFVの宿主植物であるトウガラシ及びトマトは47都道府県で栽培されている。 
 
４．感染部位及びその症状 

トマトでは品種によるが、糸葉症状（leaf narrowing）を呈し、葉の黄化、モザイク及び斑点

の症状が見られる。花柄、がく及び葉柄にはえそ斑点が見られ、茎は壊死し花は萎れる。果実で

は凹凸表面を伴う黄色又は褐色の斑点及び奇形の症状を示し、商品価値を低下させる（CABI, 
2024; Chitambar, 2018; EPPO, 2020l; Luria et al., 2017; Salem et al., 2016）。なお、ToBRFVと

Tobamovirus属の他のウイルス（paprika mild mottle virus）が重複感染することにより症状が激

しくなる可能性があることが報告されている（EPPO, 2020n）。 
トウガラシでは、葉が奇形となり、黄化、モザイク症状がみられ、果実は、黄褐色又は緑色の

線条を伴う奇形となり、商品価値を低下させる（EPPO, 2020l）。 
ToBRFVに感染した植物は直ぐには症状を示さず、トマトでは実験条件下において症状を示

すのに接種後12～30日を要することが報告されている（Luria et al., 2017; Panno et al., 2019; 
EPPO, 2020n）。ただし、抵抗性遺伝子を持たないトマトの品種は４～５日と短期間で症状を示

す可能性がある（EPPO, 2020n）。トウガラシ及びトマトの症状は品種によって異なり、果実に

強く症状を示す品種もあれば、葉に強く症状を示す品種もある（EPPO, 2020n）。ドイツにおい

てトマトからToBRFVが発見された事例では、葉に症状が見られず果実のみに症状を示してい

た（EPPO, 2020g）。また、チェコ及びスペインにおいてトウガラシからToBRFVが発見された

事例では、症状は観察されていない（EPPO, 2020i, 2021b）。 
ToBRFVの感染が確認された12種の雑草のうち、イヌホオズキでは、葉に斑紋症状やモザイ

クといった明瞭なウイルス様症状を示したが、その他の種ではウイルス症状は確認されていない

（Salem et al., 2022b）。 
 
５．移動分散方法 

（１）自然分散 
ToBRFVの自然分散の方法としては、近接植物間の接触伝染（汁液伝染）及び昆虫による

伝搬（花粉の収集行為）※１が知られているが、Tobamovirus属の他のウイルスでは、自然分

散の方法として、土壌伝染（植物残さを含む。）※2及び水媒伝染※3も知られている。 
ToBRFVは、花粉媒介昆虫として利用されているセイヨウオオマルハナバチ（Bombus ter-

restris）の花粉収集行動により機械的に伝搬される旨の報告がある（Levitzky et al., 2019; 
EPPO, 2020l）。なお、セイヨウオオマルハナバチは、「特定外来生物による生態系等に係る被
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害の防止に関する法律」（環境省, 2004）（以下「外来生物法」という。）により、特定外来生

物に指定されており、飼育や運搬を行うためには許可が必要であり、野外へ放つことは禁止さ

れている。しかしながら、セイヨウオオマルハナバチのトマト栽培における授粉利用は全国的

に行われており、外来生物法の施行により減少しているものの、既に北海道では自然界に定着

している（北海道立総合研究機構, 2017; 農林水産省, 2012, 2022）。一方、セイヨウオオマル

ハナバチの代替として日本在来種のクロマルハナバチ（Bombus ignitus）がトマトの授粉で利

用されている実態もあり（環境省, 2019）、同様の伝搬が生じる可能性はある。セイヨウオオ

マルハナバチの潜在的な飛翔可能距離は数 kmとされ、帰巣実験では9.8kmまで記録されて

いる（北海道立総合研究機構, 2017）。 
 

※１ トマト生産においては、授粉に利用されているセイヨウオオマルハナバチの振動を伴っ

た花粉収集行動により植物が傷つけられ、その部位からToBRFVが機械的に伝搬される

と考えられる旨の報告がある（Levitzky et al., 2019; EPPO, 2020l; Panno et al., 2020）。
ただし、手作業による授粉又は噴霧等による授粉作業では、花粉伝搬されるとの情報は得

られていない。 
※２ イスラエルにおいて、感染トマトを栽培していたほ場に作付けされたトウガラシが、

ToBRFVが残っている土壌によって感染した報告がある（Chitambar, 2018）。また、ToBRFV
を含むTobamovirus属ウイルスは、植物残さ、受粉媒介昆虫、段ボール、パレット、輸送

資材、器具、衣類、車両、杭等の表面のほか、土壌中においても数か月間活性を維持でき

るとの報告もある（EPPO, 2024d）。 
※３ Tobamovirus 属ウイルスは、施設栽培における循環水により分散するとの報告があるこ

とから、ToBRFVもその可能性が示唆されている（Chitambar, 2018; Salem et al., 2016）。 
 
（２）人為分散 

ア 農作物を介した分散 
イスラエルにおいて2014年秋に初めてToBRFVによる症状が確認されてから、１年以内

に国全体にまん延が見られた。これは、感染種子や苗の移動、栽培作業に関わる人為的分散

によるものと考えられている（EPPO, 2020l）。 
Tobamovirus 属ウイルスは、種子伝染性ウイルスであり、汚染種子は主要な感染源の一つ

である（Dombrovsky and Smith, 2017）。ToBRFVの種子伝染については、その可能性が強

く疑われていたが、近年トマトにおいて、ToBRFV に自然感染した果実から種子を採取し、

その種子からも ToBRFV を検出したことが報告されている（Samarah et al., 2021）。また、

感染果実から採取したトマトの種子はToBRFVに100％汚染されているが、種皮上からしか

ToBRFVが検出されないとの報告（Klap et al., 2020; Salem et al., 2022a）や、ToBRFVは種

子中の胚には存在しておらず、汚染種子から生育したトマト苗に種皮上のToBRFVが機械的

に伝染し、その伝染率は 0.08％～2.8％と低率であったことを実験的に示している報告

（Davino et al., 2020; Salem et al., 2022a）がある。さらに、ToBRFVを実験的に感染させた

植物から採取した種子でのToBRFVの種子伝染率について、トマトでは3.1～8.3％、トウガ

ラシでは０～14.3％、ナスでは０％であり、その要因として、種子伝染したトマト及びトウ

ガラシでは、種皮組織内部に ToBRFV が存在していたのに対し、ナスでは種皮表面にのみ

ToBRFVが存在していたことが示されている（Matsushita et al., 2023）。イヌホオズキでは、

ToBRFV 感染果実から採取した種子から生育させた苗への種子伝染率は約 1.9％であり、感

染苗は軽度のモザイク症状を呈したことが報告されている（Salem et al., 2022b）。 
また、世界各国の輸入植物検疫でトウガラシ及びトマト種子からToBRFVの発見事例が
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相次いでいること（EUROPHYT, 2020a, b, 2021; ProMED, 2021; EPPO, 2022b）、スペイ

ンでトマトに発生した事例では、感染が確認された種子と同一ロットの種子が使用されてい

たこと等の情報から（EPPO, 2020b）、汚染種子がToBRFVの伝染経路と考えられる。 
種子は原産国から輸出後、さらに第三国に輸出される等複雑に流通し、原産地の証明が困

難であることが多い。したがって、ToBRFV発生地域以外から輸入された種子であっても

原産地が発生地域である可能性があることから、汚染種子の国際的な流通によるToBRFV
の世界的なまん延が懸念されている。 

 
イ 非農作物を介した分散 

ToBRFVは、機械的伝搬（栽培作業、農作業用の道具や器具、作業員の手や衣服）が知

られている（Chitambar, 2018; EPPO, 2020l）。伝搬の経路として、トウガラシやトマトで

は生産や流通網に関連した使用済みコンテナ、機器、運搬車両等が挙げられているが、不確

実性を伴うとされている（EPPO, 2020n）。 
 

６．生態 
（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 
 
（２）伝染環 

ToBRFVは、近接植物間の接触伝染（汁液伝染）及び昆虫による伝搬（花粉の収集行為）

の複数の感染経路がある（Levitzky et al., 2019; EPPO, 2020l）。 
 
（３）植物残さ中での生存 

イスラエルにおいて、トウガラシが土壌中のToBRFVに感染したトマトの残さから感染し

た報告がある（Chitambar, 2018）。また、ToBRFVを含むTobamovirus属ウイルスは、植物

残さ、受粉媒介昆虫、段ボール、パレット、輸送資材、器具、衣類、車両、杭等の表面のほ

か、土壌中においても数か月間活性を維持できるとの報告もある（EPPO, 2024d）。 
 
（４）耐久生存態 

情報なし。 

 

７．媒介性又は被媒介性 
トマトの授粉に利用されているセイヨウオオマルハナバチの授粉行動によるToBRFVの伝搬

が確認された報告がある（Levitzky et al., 2019; EPPO, 2020l; Panno et al., 2020）。 

 

８．被害の程度 

イスラエルにおいて、トマト果実の黄色斑点症状は、ToBRFV感染植物の果実総数の10～
15％に見られたとの報告がある（Luria et al., 2017; Chitambar, 2018）。また、ドイツでは、トマ

ト生産施設の25haでToBRFVが発生し、そのうち10％が症状を示し（Menzel et al., 2019; 
EPPO, 2019a）、ヨルダンではToBRFVが発生したトマト生産施設において100％に近い植物が

被害を受けている（Salem et al., 2016）。 
ToBRFVは、トマトにおいてTobamovirus属ウイルス抵抗性遺伝子Tm-22を持つ品種にも感

染性があり、また、トウガラシにおいても30℃以上の高温条件下でTobamovirus属ウイルスに

対するL抵抗性遺伝子を持つ品種にも感染性があるとの報告がある（Chitambar, 2018）。 
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９．防除 

ToBRFVの防除方法は限定的であり、一度侵入を許すと、現段階では感染植物の除去や厳し

いほ場衛生管理しかない（EPPO, 2020l）。温室内で発生が確認されたものの定着までは至らな

かった事例としてアメリカ合衆国、ドイツ及びポーランドの３例が報告されている（Chitambar, 
2018; EPPO, 2019a, d, 2020h, l, 2023; Menzel et al., 2019; NPPO of Germany, 2018）が、その

後、それらの国では再度ToBRFVが発見され、感染植物の廃棄、移動禁止、衛生対策等の根絶

防除が実施されている（EPPO, 2020e, g, 2021d）。 
一方、同属ウイルスのToMVでは、Tm-22型抵抗性品種のトマトで抵抗性を打破する系統が、

2011年以降、日本国内の生産地（栃木県、茨城県、岐阜県、広島県、福岡県及び熊本県）で確

認された（久保田, 2016; 熊本県病害虫防除所, 2021）。これに対し、各県において以下の防除方

法を実施した結果、一定の防除効果を得られたとしている（栃木県, 2011; 高知県, 2012; 久保

田, 2016）。同属のウイルスであるToBRFVにおいても、この防除方法が適用できる可能性があ

る。 
 健全株への伝染を防ぐため、発病株を見つけたら直ちに抜き取る。 
 作期の終了後は、土壌中の植物残さの腐敗を促し、ウイルスの不活化を図る。たん水状

態では植物組織の腐敗が遅れウイルスが不活化しにくくなるので、発病がみられた作期

の終了後はたん水を控える。 
 植物残さを持ち出さない。 
 資材の消毒（床土、は種箱、育苗鉢、ロックウールマット、栽培槽等の消毒）を行う。 
 接触伝染性が強いので、発病株に触れた手指は石けんでよく洗う。 
 養液栽培ほ場では養液槽の洗浄と消毒を行う。 
 次作での再発を防ぐため、可能であれば１作はトマトを栽培しない。 
 栽培を中断できない場合は、 

- 植物残さを地下部の根を含めできるだけ取り除く。 
- ウイルス粒子を含む感染根の分解を促進するため、ほ場に牛ふん堆肥等有機質資材を投

入し、適切な温度に保ちつつ耕うんする。 
- 古株を短期間で枯死させるため、カーバムナトリウム塩剤の土壌散布又はかん水を行

う。 
なお、ToBRFVは既存のTm-22型抵抗性トマト品種にも感染するため、今のところ抵抗性品

種を利用した防除はできない。また、太陽熱消毒に防除効果が認められたとする報告はない。 
種子に関する防除方法として、トマト種子について、２％塩酸で30分間又は10％リン酸三ナ

トリウムで３時間浸漬処理することでToBRFVが100％除去されたとの報告がある（Samarah 
et al., 2021）。また、5%リン酸三ナトリウムおよび次亜塩素酸ナトリウム溶液での処理も消毒効

果が認められたが、次亜塩素酸ナトリウム溶液処理では発芽率の低下が認められた（久保田ら, 
2023b）。 

ToBRFV汚染器具の消毒効果について、５％リン酸三ナトリウムおよび１％消石灰は高い効

果が認められた（久保田ら, 2023b）。 
 

１０．診断、検出及び同定 
（１）血清学的診断法 

ToBRFVを検出するELISAやイムノクロマト法を用いたキットが発売されている。ただ

し、使用するキットによってはTMV等の同属ウイルスに交差反応を示す場合がある（Agdia, 
2024; BIOREBA, 2023）。 
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（２）遺伝子診断法 

葉や種子に感染しているToBRFVは、Tobamovirus属のユニバーサルプライマーを用いた

RT-PCRにより得られた増幅産物をシーケンス解析することで検出可能との報告がある

（Cambrón-Crisantos et al., 2018; Menzel et al., 2019）。また、ToBRFVに特異的なプライマ

ーによりToBRFVを特定することが可能である（Alkowni et al., 2019; Rodríguez-Mendoza et 
al., 2019）。 
さらに近年では、リアルタイムRT-PCRを用いたToBRFVに特異的な検出法が報告されて

いる（Bernabé-Orts et al., 2021; ISF, 2020; Menzel and Winter, 2021; NSHS, 2020）。ToBRFV
の診断方法を記載したEPPOのPM 7/146 (2)において、葉からの検定ではリアルタイム及び

コンベンショナルRT-PCR法を、種子からの検定ではリアルタイムRT-PCR法を推奨してい

る（EPPO, 2022d）。また、高濃度の感染が予想されるToBRFV感染葉にはどのような遺伝子

診断法も適用できる可能性がある一方、低濃度感染が予想されるToBRFV汚染種子には、検

出感度の高いリアルタイムRT-PCR法による検査が望ましいと報告されている（Zhang et al., 
2022）。なお、適切に消毒し感染性のあるToBRFVが残存しない種子においても、陽性と判

定されうるとの報告がある（久保田ら, 2023）。 
推奨されるサブサンプル数については、検定手法、核酸の抽出手法、宿主植物の種類等の条

件により250～1,000粒までの異なる粒数が報告されている（EPPO, 2022d; ISF, 2024; 
NSHS, 2020）。 
その他、LAMP法による検出やCRISPR-Cas12a（DNA切断酵素）を用いた検出法が報告

されている（Sarkes et al., 2020; Alon et al., 2021）。 
 
１１．日本における輸入検疫措置 

ToBRFVは、植物防疫法施行規則（農林省, 1950a）別表１に規定されている検疫有害植物で

あり、同施行規則別表２の２に規定されている国又は地域からの宿主植物の生植物（果実を除

き、種子を含む。）であって栽培の用に供し得るものについては、核酸の塩基配列を検出するた

めに適切と認められる方法による検査が行われ、かつToBRFVに侵されていない旨を検査証明

書に特記することを要求している。なお、種子における核酸の塩基配列を検出するために適切と

認められる方法はリアルタイムRT-PCR法に限定している。 
 

１２．諸外国における輸入検疫措置 
（１）トルコ（WTO/SPS, 2022; 2023b） 

ア すべての国のトマト（交雑種を含む。）及びトウガラシ属の栽植用植物 
ToBRFVの抵抗性品種であることを検査証明書に追記する必要がある（トウガラシ属植

物のみ）。トマト及び抵抗性品種でないトウガラシ属植物に対しては、以下の情報を検査証

明書に追記することを要求している。 
● RT-PCR法によりToBRFVが検出されなかった種子に由来していること。 
● 原産国の公的機関に登録された生産地で栽培され、適切な時期に実施された栽培地検査

においてToBRFVが検出されないこと。症状がある場合は、公的な検定の結果、

ToBRFVが検出されないこと。 
● 登録されている生産地の名称を記載すること。 

イ すべての国のトマト（交雑種を含む。）及びトウガラシ属の栽植用種子 
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ToBRFVの抵抗性品種であることを検査証明書に追記する必要がある（トウガラシ属植

物のみ）。トマト及び抵抗性品種でないトウガラシ属植物に対しては、以下の情報を検査証

明書に追記することを要求している。 
● 採種用親植物は、適切な時期に実施された栽培地検査において、ToBRFVが検出され

なかった生産地で栽培されたこと。 
● 種子又は採種用親植物はRT-PCR法により、ToBRFVが検出されないこと。 
● 登録生産地のトレーサビリティ情報について記載すること。 

 
（２）欧州連合（EU）（EU, 2023） 

ア すべての国のトマト（交雑種を含む。）及びトウガラシ属の栽植用植物（ToBRFVに抵抗

性を有することが知られているトウガラシ属の品種を除く。）及び生果実（ただし、ナス属

の栽植用植物は輸入禁止品） 
次のいずれかの試験方法によるToBRFVの検出を行うことを要求している。検出試験の

結果が陽性の場合には、同一の検体を用いて前述の検出に用いたものとは異なるRT-PCR
法を実施し、確認する。 
● 症状のあるものに対してのみELISA検定。 
● Alkowni et al.（2019）のプライマーを使用する従来のRT-PCR検定。 
● Rodríguez-Mendoza et al.（2019）のプライマーを使用する従来のRT-PCR検定。 
● ISFプロトコルに記載されたプライマー及びプローブを用いたリアルタイムRT-PCR
検定（ISF, 2020）。 

● Menzel and Winter（2021）のプライマー及びプローブを用いたリアルタイムRT-PCR
検定。 

● Bernabé-Orts et al.（2021）のプライマー及びプローブを用いたリアルタイムRT-PCR
検定。 

 
イ すべての国のトマト（交雑種を含む。）及びトウガラシ属の栽植用種子（ToBRFVに抵抗

性を有することが知られているトウガラシ属植物の品種を除く。） 
以下の要件のすべてを検査証明書に追記することを要求している。 

● 採種用親植物は、適切な時期に公的に実施された栽培地検査において、ToBRFVが検

出されなかった生産地で栽培されたこと。 
● 30本より多い親植物に由来する種子は、加工前に公的なサンプリング及び試験を受

け、ToBRFVが検出されない（30本以下であれば、種子又は親植物が対象）こと。規則

のANNEXに基づくリアルタイムRT-PCR検定が必要（植物検疫措置に関する国際基準

（以下「ISPM」という。）No 31に基づくサンプルサイズ）。 
● 登録生産地に関するトレーサビリティ情報。 
● 規則に示されたリアルタイムRT-PCR法は、国際種子連盟（International Seed Feder-

ation（ISF）プロトコル（ISF, 2020）、Menzel and Winter（2021）及びBernabé-Orts et 
al.（2021）のプライマー並びにプローブを用いたリアルタイムRT-PCR検定。 

 
（３）アメリカ合衆国（USDA, 2020; 2024） 

ア ToBRFV発生国からのトマト及びトウガラシ属植物の消費用生果実 
生果実の検査を行い、ToBRFVの症状がないことが明らかである旨を検査証明書に追記

することを要求している。 
 



9 

イ すべての国のトマト及びトウガラシ属の栽植用植物及び種子 
以下のいずれかの要件を検査証明書に追記することを要求している。 

● ToBRFV無発生の国で栽培されたものであること。 
● サンプリングや検定の結果、ToBRFVが検出されないこと。 
また、小ロットの種子は、単一の採種用親植物又は単一の育種系統に由来するものであっ

て、直ちに商業的に販売することを目的としないものである場合、以下の要件を満たす検査

証明書を取得することで、再輸出国からの輸入が可能である。 
● 全ての採種用親植物は、果実収穫の10日前までに検定を行い、ToBRFVが検出されな

いこと。 
 

（４）アルゼンチン（SENASA, 2019; WTO, 2023a） 
ToBRFVの発生国のトウガラシ属及びトマトの栽植用植物及び種子について、公的な検定

の結果、ToBRFVが検出されない旨を検査証明書に追記することを要求している。 
 
（５）オーストラリア（DAWE, 2019; WTO/SPS, 2019） 

全ての国のトマト及びトウガラシ属植物の３種（Capsicum annuum、C. chinense及びC. 
frutescens）の栽植用種子に対して緊急措置を実施し、2019年４月１日から、種子サンプル

20,000粒（小ロットの場合は重量の20％）を使用したPCR検定により、ToBRFVが検出さ

れない旨を追記することや、以下の要件を満たすことを要求している。 
● PCR検定は輸出国又は輸入国（輸入時）に行うことができる。 
● オーストラリア当局承認のプロトコルを用いてPCR検定すること。 
● 検査証明書には、適切な追加申告書又は検定機関の報告書を添付すること。 

 
（６）ニュージーランド（MPI, 2024） 

ア 全ての国のMalva属及びPortulaca属の栽植用植物に対して、ToBRFV無発生地域で生産

されたものでToBRFVに感染していないこと、またはToBRFV無発生生産地において

NPPOの承認するPCR法により試験された親植物から生産されたことのうちいずれかを、

検疫証明書に追記することを要求している。 
イ 全ての国のトマト及びトウガラシ属の決められた植物の種子に対して、ToBRFV無発生

の地域で生産されたものであること、無発生の生産地で栽培されたものであること、国際種

子検査協会（ISTA）若しくは公認種子アナリスト協会（AOSA）のサンプリング法に従っ

て種子3,000粒をPCR法による検定を行いToBRFVが検出されない旨を追記すること、又

は15,000粒以下のロットであれば親植物にNPPOの承認するテスト方法でToBRFVが検

出されないことのうちいずれかを、検疫証明書に追記することを要求している。 
 
（７）その他 

チリ（SAG, 2022）、台湾（BAPHIQ, 2023）等上記以外の複数の国においても、ToBRFV
の発生のないほ場での栽培、精密検定等の検疫措置を要求している。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Tomato brown rugose fruit virus（ToBRFV）に対する現行の検疫措置の有効性を検討するた

め、病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Tomato brown rugose fruit virus（ToBRFV）を対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．宿主植物及びその日本国内での分布」に示す「宿主植物」であって、「４．感染部位及

びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対象とする。なお、ToBRFVの生態（生物学的情

報の６）において、土壌中の感染トマトの残さから感染したとの報告があることから、乾燥植物

も対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

ToBRFVを開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とす

る病害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、検疫有害動植物となる潜在

性を有するかどうかを検討する。なお、以下の（１）から（３）の評価項目の判断基準を満たし

ていない場合は、それが判明した時点で評価を中止できるものとする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

tomato brown rugose fruit virus（ToBRFV）は、国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の潜在性 

ToBRFV の宿主植物であるトマトは 47 都道府県で栽培されていること、また、近接植物間

の接触伝染や昆虫による伝搬（花粉の収集行動）、栽培作業に関わる人為的分散が知られている

ことから、ToBRFVが国内に入り込んだ場合、定着及びまん延するおそれがある。 
 
（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

ToBRFVは、ヨルダンで100％に近い植物の被害報告がある。したがって、ToBRFVが国内

に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼすおそれがある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

ToBRFVは国内未発生であるが、宿主植物は国内で広く栽培され、また、近接植物間の接

触、昆虫による伝搬（花粉の収集行為）及び栽培作業に関わる人為的分散により伝搬すること

が知られている。このため、ToBRFVが国内に入り込んだ場合、定着及びまん延する潜在性

がある。また、発生国においてToBRFVによる被害が報告されていることから、国内におい

ても経済的影響を及ぼすことは否定できない。 

したがって、ToBRFVは検疫有害動植物となる潜在性を有することから、引き続き「２．

農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 

 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

イスラエルでは、土壌中の感染トマトの残さからトウガラシがToBRFVに感染したとの

報告があることから、ToBRFVは、宿主植物が存在しない環境下でも活性を維持できると

考える。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

ToBRFVは、中間宿主が必須との情報は得られていない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

ToBRFVは有害植物であるため、評価基準に基づき５点と評価した。 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適
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性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

ToBRFV の宿主植物であるトマトは 47 都道府県で栽培されており、ToBRFV の好適な

環境は日本全国に存在することから、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の宿主範囲の広さ 

ToBRFVが宿主とする植物の科は、アオイ科、アカザ科、カタバミ科、キク科、ゴマノ

ハグサ科、シナノキ科、ナス科、ナデシコ科、ヒユ科及びヒルガオ科が知られている。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

ToBRFVは、旧北区、新北区、東洋区、オーストラリア区及び新熱帯区の５区に分布す

る。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の５点となった。 

 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）ベクター以外による伝搬 

ａ 移動距離 
ToBRFVは、近接植物間の接触伝染が知られており、イスラエルでは土壌中の感染ト

マトの残さからトウガラシが感染したとの報告がある。よって、評価基準に基づき１点

と評価した。 
ｂ 伝染環数 

ToBRFVは、近接植物間の接触伝染が知られている他、イスラエルでは土壌中の感染

トマトの残さからトウガラシが感染した報告がある。よって、複数の伝染環が存在する

ことから評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）ベクターによる伝搬 

ａ ベクターの移動距離 
ToBRFVは、花粉媒介昆虫として利用されているセイヨウオオマルハナバチによる花

粉収集行動により伝搬する旨の報告がある。なお、日本では、セイヨウオオマルハナバ

チは北海道に定着しており、外来生物法（環境省, 2004）に基づき「防除実施計画」を作

成し、防除活動が行われている。また、セイヨウオオマルハナバチの潜在的な飛翔可能

距離は数kmとされ、帰巣実験では9.8 kmまで記録されている。よって、評価基準に基

づき５点と評価した。 
ｂ 伝搬様式 

ToBRFVは、花粉媒介昆虫として利用されているセイヨウオオマルハナバチが振動し

ながら行う花粉収集行動により、機械的に伝染するため、評価基準に基づき２点と評価

した。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

ToBRFV の宿主植物であるトマトは 47 都道府県で栽培されていることから、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

農作業用の道具や器具、作業員の手や衣服に付着したToBRFVが機械的に伝染すること



13 

が知られている。また、トマトやトウガラシでは生産に使用した農業資材（ベンチ、コン

テナー、道具等）が伝搬の経路として挙げられている。よって、評価基準に基づき５点と

評価した。 
 

ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の4.3点（小数第二位を

四捨五入）となった。 

 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

ToBRFV の宿主植物であるトウガラシ及びトマトの農産物産出額は、2,444.4 億円とな

る。よって、評価基準に基づき４点と評価した。 
（イ）生産への影響 

ToBRFVの宿主植物であるトウガラシ及びトマトは、生産農業所得統計の対象植物であ

り、ToBRFVの発生国であるヨルダンで100％に近い植物の被害報告がある。よって、評

価基準に基づき４点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

ToBRFVに対する防除は限定的であり、一度侵入を許すと、現段階では感染植物の除去

や厳しいほ場衛生管理しかない。温室内で発生が確認されたものの定着までは至らなかっ

た事例としてアメリカ合衆国、ドイツ及びポーランドの３例が報告されているが、その後、

それらの国については再度ToBRFVが発見され、感染植物の廃棄、移動禁止、衛生対策等

の根絶防除が実施されている。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記（ア）及び（イ）の評価点の積は16点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価

点は４点となった。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

ToBRFVの宿主植物であるトウガラシ及びトマトは、「野菜生産出荷安定法施行令」で定

める指定野菜に該当するため、評価基準に基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

EU、ニュージーランド、オーストラリア及びアメリカ合衆国は、ToBRFVを対象に栽培

地検査、無発生地域の設定、精密検定等を要求している。よって、評価基準に基づき１点

と評価した。 
 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価点と間接的影響の評価点の和から、経済的重要性の評価点は５点満点中

の５点となった。 

 
（４）評価における不確実性 

特になし。 
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（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の３項目の評価点の積は106.3点（小数第二

位を四捨五入）となり、ToBRFVの農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 

 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）感染部位 植物全体（果実及び種子を含む。） 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

経路は〔栽植用植物〕、〔栽植用種子〕、〔消費用生植物〕

及び〔消費用乾燥植物類〕と考えられる。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 植物全体 ○ 

イ 栽植用種子（イヌホ

オズキ、トウガラシ

及びトマト） 
種子 ○ 

ウ 消費用生植物 植物全体 ○ 

エ 消費用乾燥植物類 植物全体 ○ 

（３）宿主植物の輸入検査量 別紙３参照 

※本来の用途ではない目的に利用されることが想定される場合は、その想定される用途の評価結

果を適用する（例えば、消費用途の植物が栽培用として利用される場合など）。 
 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

ウイルス等の有害植物に感染している栽植用植物は、原産地で有害植物の活性に影響を

与えるような加工処理は実施されていないことから、ToBRFVが通常輸送中問題なく活性

を維持する可能性が高い。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用植物は、直接栽培施設、ほ場等へ持ち込まれる。よって、評価基準に基づき５点

と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、栽植用として利用されることで入り込みが完了する。よって、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
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栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は５点であり、ToBRFV の栽植用植物を経路とした

場合の入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 

 
イ 栽植用種子 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

ウイルス等の有害植物に感染している栽植用種子は、原産地で有害植物の活性に影響を

与える加工処理等は実施されていないことから、ToBRFVが通常輸送中問題なく活性を維

持する可能性が高い。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用種子は、直接栽培施設、ほ場等へ持ち込まれる。よって、評価基準に基づき５点

と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用種子は、栽植用として利用されることで入り込みが完了する。よって、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

栽植用種子の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は５点であり、ToBRFV の栽植用種子を経路とした

場合の入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 

 
ウ 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地でToBRFVの生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評

価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

ToBRFV の宿主植物であるトマトは 47 都道府県で栽培されている。よって、評価基準

に基づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

ToBRFVに感染した宿主植物が輸入された場合、当該植物から国内に存在する宿主植物

への自然分散の方法は、セイヨウオオマルハナバチによる分散が考えられるが、消費用生

植物は、通常栽培地ではなく消費地へ運ばれるため、ToBRFVが消費用生植物から自然分

散する可能性は無視できる。よって、評価基準に基づき「評価中止」となる。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
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消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
ToBRFVの消費用生植物を経路とした場合の入り込みの可能性は、「無視できる」と結論

付けた。 

 
エ 消費用乾燥植物類 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地でToBRFVの活性に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価

基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

ウイルス等の有害植物は目視では確認できない。よって、評価基準に基づき５点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

ToBRFV の宿主植物であるトマトは 47 都道府県で栽培されている。よって、評価基準

に基づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

消費用乾燥植物は、通常栽培地ではなく消費地へ運ばれるため、ToBRFVが消費用乾燥

植物から自然分散する可能性は無視できる。よって、評価基準に基づき「評価中止」とな

る。 
（オ）評価における不確実性 

トウガラシ及びトマトの乾燥植物が培養資材となる可能性は無視できるが、今後、他の

植物への感染が確認された場合には、培養資材が経路となるか検討する必要がある。 
 

消費用乾燥植物類の入り込みの可能性の評価の結論 
ToBRFVの消費用乾燥植物類を経路とした場合の入り込みの可能性は、「無視できる」と

結論付けた。 

 
４．ToBRFVの病害虫リスク評価の結論 

ToBRFVは検疫有害植物であり、栽植用植物及び栽植用種子を経路として入り込む可能性があ

ると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論 
（病害虫固有のリスク） 

入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

高い 

ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 栽植用種子（イヌ

ホオズキ、トウガ

ラシ及びトマト） 
高い 高い 

ウ 消費用生植物 無視できる 無視できる 

エ 消費用乾燥植物類 無視できる 無視できる 

 
  



17 

第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
病害虫リスク評価の結果、tomato brown rugose fruit virus（ToBRFV）はリスク管理措置が必

要な検疫有害植物であると判断されたことから、ステージ３において、発生国からの宿主植物の

輸入に伴うToBRFVの入り込みのリスクを低減するための適切な管理措置について検討する。 
 
１．ToBRFVに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 
実施主体 
（時期） 

有効性 
実行 
可能性 

①病害虫無

発生の地

域、生産

地又は生

産用地の

設定及び

維持 

ISPM 4
（FAO, 
2024）又は

10（FAO, 
2016a）に基

づき設定及び

維持する。 

〔有効性〕 
 ISPMに基づき輸出国植物防

疫機関が設定、管理及び維持

する病害虫無発生の地域、生

産地又は生産用地であって、

ToBRFVの感染がないことを

確認した種子を利用すること

及びベクターの管理ができれ

ば、有効である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切に管理

（ベクターの管理を含む。）

されることが必要であるが、

実行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 

 
○ 

 
○ 

②システム

ズアプロ

ーチ 

ISPM 14
（FAO, 
2019）に基

づき実施す

る。 

複数の管理措置の組合せである

システムズアプローチの有効性

及び実行可能性については、具

体的に提案される管理措置の内

容を検討する必要がある。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
－ 

 
－ 

③栽培地検

査 

栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

る。 

〔有効性〕 
 栽培期間中に症状を明瞭に現

す場合は、有効である。 
 しかし、症状を現す場合で

も、他の病原体等による症状

と区別できない場合がある。

また、品種及び環境により発

症に長期間を要する場合は、

潜伏状態のものを見逃す可能

性があるため、効果は限定的

である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国においてベクターの適

切な防除が実施されるととも

 
輸出国 

（栽培中） 

 
▽ 

 
○ 
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に、適切な検査が行われるこ

とが必要であるが、実行可能

と考えられる。 

④消毒 物理的方法及

び化学的方法

による殺菌処

理 

〔有効性〕 
 ToBRFVの汚染トマト種子を

２％塩酸で30分間又は10％
リン酸三ナトリウムで３時間

浸漬処理したところ、100％
の殺菌効果を得られたとの報

告がある。 
 試験がトマト種子の１品種の

みであること、諸外国におい

ても２％塩酸処理等による種

子消毒が行われていないこと

から、現段階での有効性は判

断できない。 
 

〔実行可能性〕 
 栽植用種子の消毒処理として

は実行可能である。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 
 
 
 
輸入国 

（輸入時） 

 
－ 
 
 
 
 
 
－ 
 

 
○ 

（栽植用

種子の

み） 
 
 
○ 

（栽植用

種子の

み） 

⑤精密検定 血清学的診断

法、遺伝子診

断法等による

精密検定を実

施する。 

〔有効性〕 
 遺伝子学的診断法であるRT-

PCR法等により、ToBRFV
に特異的なプライマーを用

いた検出が可能である。 
 血清学的診断法である

ELISA法によりToBRFVの

検出が可能であり、ELISA
キットが市販されている。

しかし、ELISA法は、ごく

わずかながらTMV及び

ToMVに交差反応を示すとの

情報があるため、特異性は

やや劣る。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出入国において検定施設を

有するとともに、ELISAキッ

ト、特異的プライマー及びポ

ジティブコントロールが必要

であるが、実行可能と考えら

れる。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
○ 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
○ 

⑥検査証明

書への追

輸出国での目

視検査の結

〔有効性〕 
 輸出検査時に明瞭な症状を現

 
輸出国 

 
▽ 

 
○ 
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記 果、ToBRFV
に感染してい

ないことを確

認し、その旨

を検査証明書

に追記する。 

す場合は、有効である。 
 しかし、潜在感染している場

合があり、見逃す可能性があ

るため、効果は限定的であ

る。 
 種子は症状が報告されていな

いため、有効でない。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検査が

行われることが必要である

が、実行可能と考えられる。 

（輸出時） （栽植用

種子×） 

⑦輸出入検

査（目視

検査） 

植物の症状等

を確認する。 
〔有効性〕 
 輸出入検査時に明瞭な症状を

現す場合は、有効である。 
 潜在感染している場合があ

り、見逃す可能性があるた

め、効果は限定的である。 
 種子は症状が報告されていな

いため、有効でない。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出入国において通常実施さ

れている検査であり、実行可

能である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
▽ 

（栽植用

種子×） 
 
 
▽ 

（栽植用

種子×） 
 

 
○ 
 
 
 
 
○ 

⑧隔離栽培

中の検査 
輸入後、国内

の施設におい

て一定期間栽

培し、症状の

確認や精密検

定を実施す

る。 

〔有効性〕 
 症状発現まで時間を要する

場合でも、栽培施設で適切

に管理することにより検査

が可能である。 
 症状が現れない場合でも、

隔離期間中に特異的プライ

マーを用いたRT-PCR法等

の精密検定により検出が可

能である。 
 
〔実行可能性〕 
 多年生植物は、隔離栽培中

の検査が実行可能である。 
 隔離栽培ができる専用の施

設及び栽培管理体制が必要

となるため、場合によって

は検査できる数量等が制限

される。 

 
輸入国 

（輸入後） 

 
○ 
 

 
▽ 
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 隔離栽培運用基準（農林省, 
1968）に規定されていない

宿主植物を新たに隔離栽培

する場合は、隔離施設の整

備及び栽培管理のための条

件を整える必要があること

から、限定条件下で実行可

能である。 

有効性   ○：効果が高い 

▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 

－：検討しない（判断できない） 

実行可能性 ○：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 

 
２．経路ごとのToBRFVに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

ToBRFVに関連する経路である栽植用植物及び栽植用種子に対して、以下に示す選択肢が妥当

と判断した。 
なお、上記１の管理措置以外の措置を適用する場合は、上記１の管理措置を参考に判断する。 
 

（１）栽植用植物 
ア 検討結果 

本措置は、宿主として報告のある植物（別紙２を参照のこと。）の栽植用植物が検疫措置の

対象となる。 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、ToBRFVの入

り込みのリスクに対して有効な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域等の設定

及び維持においては、ToBRFVのベクターと考えられているセイヨウオオマルハナバチは帰

巣本能があり、10 km程度の移動が可能なため、緩衝地帯の設定等の管理が必要である。ま

た、病害虫無発生地域等の設定及び維持は、宿主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種

要因に影響を受けるため、個別案件ごとに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本

がその許諾を判断する必要がある。 

精密検定（選択肢⑤）は、疑似症状部及び無作為に抽出された葉についてToBRFVに特異

的なプライマーを用いたRT-PCR法等によりToBRFVを検出できることが報告されている。

したがって、輸出前又は輸入時の精密検定は有効であると考える。 
 

イ リスク管理措置の特定 
栽植用植物に対する管理措置として、ToBRFVの入り込みのリスクを低減させることが可

能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。なお、以下の

いずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、荷口全体（同一の荷口単位）の植物を対象に輸入植物検疫

規程（農林省, 1950b）別表第１の６項２号の規定に基づく検査量相当について、目視検査
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及び ToBRFV に特異的なプライマーを用いた RT-PCR 法等による精密検定を行い、

ToBRFVに感染していないことを確認し、その旨を検査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）において、荷口全体（同一の荷口単位）の植物を対象に輸入植物検疫

規程（農林省, 1950b）別表第１の６項２号の規定に基づく検査量について、目視検査及び

ToBRFVに特異的なプライマーを用いたRT-PCR法等による精密検定を行い、ToBRFVに

感染していないことを確認する。 
 

輸入植物検疫規程（農林省, 1950b）別表第１の６項２号 

検査荷口の大きさ 検査する数量 

1,000本未満 
1,000本以上    1,841本未満 
1,841本以上    4,601本未満 
4,601本以上    9,201本未満 
9,201本以上   24,001本未満 

24,001本以上 

30％以上 
300本以上 
400本以上 
500本以上 
600本以上 
800本以上 

 
（２）栽植用種子 

ア 検討結果 
  本措置は、イヌホオズキ、トウガラシ及びトマトの栽植用種子が対象となる（生物学的情

報５（２）を参照のこと。）。 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、栽植用種子に

おいて有効な管理措置である。 
精密検定（選択肢⑤）は、採種用親植物又は当該植物から採種された種子についてELISA

法又はToBRFV に特異的なプライマーを用いたRT-PCR 法等によりToBRFV を検出できる

ため、輸出前又は輸入時の精密検定は有効であり、実行可能であると考える。 
ただし、市販のELISAキットは極わずかながらTMV及びToMVに交差反応を示すことが

あるため、採種用親植物については特異性及び検出感度の高いRT-PCR法又はリアルタイム

RT-PCR 法の方が有効性は高く、また、種子については、ウイルス濃度の低さを考慮して、

リアルタイムRT-PCR法を推奨する報告があることから、より検出感度の高いリアルタイム

RT-PCR法の方が有効性は高いと考えられる。 
 

イ リスク管理措置の特定 
栽植用種子に対する管理措置として、ToBRFVの入り込みのリスクを低減させることが可

能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。なお、以下の

いずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、採種用親植物についてToBRFVに特異的なプライマーを用

いた RT-PCR 法等、種子についてリアルタイム RT-PCR 法又は同等の検出感度を示した

方法による精密検定を行い、ToBRFVに感染していないことを確認し、その旨を検査証明

書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）において、種子についてToBRFVに特異的なプライマーを用いたリア

ルタイムRT-PCR法又は同等の検出感度を示した方法による精密検定を行い、ToBRFVに

感染していないことを確認する。 
 



22 

なお、植物の検定を行う場合は、荷口全体（同一の荷口単位）の植物を対象に輸入植物検

疫規程（農林省, 1950b）に基づく検査量相当について、疑似症状及び無作為に抽出した検体

について精密検定を行う。 
また、種子の検定を行う場合は、国際種子検査協会（ISTA）が定める国際種子検査規程

（International Rules for Seed Testing）の抽出方法（ISTA, 2024）に準拠した方法で同一の荷

口単位から無作為に抽出した規定の種子数について検定を行う。規定の種子数については、

ToBRFVに関し、検定粒数や感染種子率に係る情報を記載した文献はないことから、現時点

では、99％の検出確率で 0.1％の感染種子を検出可能なサンプルサイズとして、通常ロット

の場合（同一の荷口当たりの種子数が46,000粒以上）は、ロット当たり一律4,600粒（検定

実施においてはサブサンプル400粒以下）となる。なお、小ロットの場合（同一の荷口当た

りの種子数が46,000粒未満）は、その種子数の10％（検定実施におけるサブサンプルは400
粒以下）とする（種子検定に関する詳細は参考を参照）。 
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別紙１ 
 

Tomato brown rugose fruit virusの発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    

インド 発生 EPPO, 2024a; Kavya et al.,2024 追加 

中華人民共和国 発生 EPPO, 2019f, 2024d; Ma et al., 
2021; Yan et al., 2019 

山東省及び雲南

省で発生 

中東    

イスラエル 発生 Alkowni et al., 2019; EPPO, 2019e, 
2024; Levitzky et al., 2019; Luria et 
al., 2017 

 

イラン 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021n; Esmaeilzadeh and 
Koolivand, 2022a, b; Ghorbani et 
al., 2021 

 

サウジアラビア 発生 ASTA, 2018; Cornell University, 
2020; EPPO, 2021n; Sabra et al., 
2022 

 

シリア 発生 Abou Kubaa et al., 2022; EPPO, 
2021k, 2022a; Hasan et al., 2022 

 

トルコ 発生 Fidan et al., 2019  

ヨルダン 発生 EPPO, 2024d; Salem et al., 2016  

レバノン 発生 Abou Kubaa et al., 2022; EPPO, 
2022a 

 

欧州    

アイルランド 
発生 

（根絶活動中） 
EPPO, 2024b 追加 

アルバニア 発生 EPPO, 2022a; Orfanidou et al., 
2022 

 

イタリア 発生 EPPO, 2019b, 2020c, 2024; Panno 
et al., 2019 

 

ウズベキスタン 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021m; Bakhtiyorova et al., 
2024 

 

英国 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2024d; Skelton et al., 2019  

オーストリア 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021h  

オランダ 発生 EPPO, 2019g, 2020k  

キプロス 発生 EPPO, 2020f  
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（根絶活動中） 

ギリシャ 発生 EPPO, 2019h, 2020j  

スイス 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021j; Mahillon et al., 2022  

スペイン 発生 
（根絶活動中） 

Alfaro-Fernandez et al., 2020; 
EPPO, 2020b, 2021b 

 

スロベニア 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021i  

スロバキア 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2023a 追加 

チェコ 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2020i  

ドイツ 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2019a, 2020g, 2024; Men-
zel et al., 2019; NPPO of Germany, 
2018 

 

ノルウェー 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021g; Hamborg and 
Blystad, 2022 

 

ハンガリー 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021f  

フィンランド 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2022e 追加 

フランス 一時的発生 
（根絶活動中） 

Alim’ agri, 2020; EPPO, 2020a  

ブルガリア 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2022c  

ベルギー 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021a, 2024  

ポーランド 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2020p, q, 2021d  

ポルトガル 一時的発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021l  

マルタ 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2021e  

リトアニア 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2024c 追加 

アフリカ    

モロッコ 
発生 

（根絶活動中） 
EPPO, 2023b 追加 

北米    

アメリカ合衆国 発生 
（根絶活動中） 

Chitambar, 2018; Dey et al., 2021; 
EPPO, 2019d, 2020e, 2024d; Lin et 
al., 2019; USDA, 2020 

フロリダ州で発

生 
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カナダ 発生 Sarkes et al., 2020 オンタリオ州で

発生 

中南米    

アルゼンチン 発生 
（根絶活動中） 

EPPO, 2023c; Obregón et al., 2023 追加 

メキシコ 発生 Camacho-Beltrán et al., 2019; 
EPPO, 2019c, i, 2024; NAPPO, 
2018 

 

大洋州    

オーストラリア 発生 
（根絶活動中） 

IPPC, 2024 追加 
 

注）備考欄の「追加」は、文献情報等に基づき令和７年（2025年）１月21日改訂時に追加した

国。 
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別紙２ 

 
Tomato brown rugose fruit virusの宿主植物の根拠 

 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

アオイ科

（Malvaceae） 
Malva parviflora  ゼニアオイ属 マルウァ･パ

ルウィフロ

ラ 

cheese-
weed 

Salem et al., 2022b  

アカザ科

（Chenopodiaceae） 
Beta vulgaris 
subsp. maritima 

B. maritima フダンソウ属 ハマフダン

ソウ 
sea beet Salem et al., 2022b  

アカザ科

（Chenopodiaceae） 
Chenopodiastrum 
murale 

Chenopodium murale アカザ属 ミナトアカ

ザ 
 Salem et al., 2022b  

カタバミ科

（Oxalidaceae） 
Oxalis corniculata  カタバミ属 カタバミ  Salem et al., 2022b  

キク科（Compositae） Erigeron canaden-
sis 

Conyza canadensis コニザ属 ヒメムカシ

ヨモギ 
 Salem et al., 2022b  

キク科（Compositae） Taraxacum offici-
nale 

T. vulgare タンポポ属 セイヨウタ

ンポポ 
common 
dandelion 

Salem et al., 2022b  

ゴマノハグサ科

（Scrophulariaceae） 
Veronica syriaca  クワガタソウ

属 
ウェロニ

カ・シリア

カ 

 Salem et al., 2022b  

シナノキ科 
（Tiliaceae） 

Corchorus olitorius  ツナソ属 シマツナソ

（モロヘイ

ヤ） 

Jew’s mal-
low 

Salem et al., 2022b  

スベリヒユ科

（Portulacaceae） 
Portulaca 
oleracea 

 スベリヒユ属 スベリヒユ purslane Salem et al., 2022b  
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注）備考欄の「追加」は、文献情報等に基づき令和７年（2025年）１月21日改訂時に追加した宿主植物。

ナス科（Solanaceae） Capsicum an-
nuum 

 トウガラシ属 トウガラシ sweet pep-
per, chili 
pepper 

EPPO, 2020r; Luria et al., 
2017 

 

ナス科（Solanaceae） Capsicum spp.  トウガラシ属   Çelik et al., 2022; Magaña-
Álvarez et al., 2021 

 

ナス科（Solanaceae） Lycopersicon es-
culentum 

Solanum lycopersicum トマト属 トマト tomato Alkowni et al., 2019; Chitam-
bar, 2018; EPPO, 2019a, b, c, 
d, e, 2020r; Levitzky et al., 
2019; Luria et al., 2017; Men-
zel et al., 2019; NAPPO, 2018; 
NPPO of Germany, 2018 

 

ナス科（Solanaceae） Solanum elaeag-
nifolium 

 ナス属 ソラヌム･エ

ラエアグニ

フォリウム 

 Salem et al., 2022b  

ナス科（Solanaceae） Solanum nigrum  ナス属 イヌホオズ

キ 
black night-
shade 

Salem et al., 2022b  

ナデシコ科

（Caryophyllaceae） 
Polycarpon 
tetraphyllum 

    Cultrona et al., 2024 追加 

ヒユ科

（Amaranthaceae） 
Amaranthus retro-
flexus 

 ヒユ属 アオゲイト

ウ 
 Salem et al., 2022b  

ヒルガオ科 
（Convolvulaceae） 

Convolvulus 
arvensis 

 セイヨウヒル

ガオ属 
セイヨウヒ

ルガオ 
field bind-
weed 
 

Cultrona et al., 2024 追加 



28 

別紙３ 
Tomato brown rugose fruit virusの宿主植物に関連する経路の 

年間輸入検査量（発生国からの貨物、郵便物及び携帯品） 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
  2022   2023   2024 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Corchorus olitorius(ｼ
ﾏﾂﾅｿ(ﾓﾛﾍｲﾔ)) 中国     1 20     

Portulaca oleracea(ｽ
ﾍﾞﾘﾋﾕ) ｲｽﾗｴﾙ     2 4     

 

（２）栽植用種子 
単位（数量）：kg 

植物名 生産国 
  2022   2023   2024 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Capsicum annuum 
var. grossum (PI-
MENTO)(ﾋﾟー ﾏﾝ) 

ｲﾝﾄ  ゙ 7 25 2 2 1 1 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ 4 4 3 3 2 2 

ﾄﾙｺ         2 2 

中国     1 1 2 2 

米国 1 1         

Capsicum annuum 
var. longum(ﾊﾟﾌﾟﾘｶ) 

ｲｽﾗｴﾙ     1 1 1 1 

ｲﾝﾄ  ゙     1 4     

ｵﾗﾝﾀ  ゙ 1 1         

中国         1 1 

Capsicum annuum(ﾄ
ｳｶﾞﾗｼ) 

ｲｽﾗｴﾙ 5 5 9 9 1 1 

ｲﾀﾘｱ 4 4 1 1     

ｲﾝﾄ  ゙ 82 516 65 337 35 326 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 6 6         

ｵﾗﾝﾀ  ゙ 77 77 66 68 83 84 

ｽﾍﾟｲﾝ     1 2 394 394 

ﾄﾙｺ 6 6 3 3 7 7 

ﾌﾗﾝｽ 1 1     300 300 

ﾒｷｼｺ     4 4 4 4 

ﾓﾛｯｺ         2 2 

英国         1 1 

中国 41 487 22 100 32 701 

米国 23 27 11 11 4 4 
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Capsicum(ﾄｳｶﾞﾗｼ属) 

ｲﾀﾘｱ         1 1 

ｲﾗﾝ     1 1     

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ         2 2 

ｶﾅﾀ  ゙ 1 1     3 3 

ｷﾌﾟﾛｽ         6 6 

ｽﾍﾟｲﾝ 1 1     1 1 

ﾄﾞｲﾂ 1 1         

ﾌｨﾝﾗﾝﾄ  ゙         98 98 

ﾌﾗﾝｽ         2 2 

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙ 3 3         

ﾒｷｼｺ 1 1         

英国         5 5 

中国 8 8         

米国 14 14 13 13 18 18 

Lycopersicon escu-
lentum var. cerasi-
forme(ﾁｪﾘｰﾄﾏﾄ) 

中国     2 2 2 2 

Lycopersicon escu-
lentum(=Solanum ly-
copersicum)(ﾄﾏﾄ ｺｰ
ﾃｨﾝｸﾞ種子) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙         1 1 

Lycopersicon escu-
lentum(=Solanum ly-
copersicum)(ﾄﾏﾄ) 

ｲｽﾗｴﾙ 10 10 10 10 4 4 

ｲﾀﾘｱ 97 97 1 1 4 4 

ｲﾝﾄ  ゙ 72 582 86 521 104 904 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ 146 146 90 90 135 135 

ｷﾞﾘｼｬ     1 1     

ｽﾍﾟｲﾝ 7 7 77 77 115 115 

ﾁｪｺ     1 1     

ﾄﾞｲﾂ 1 1     1 1 

ﾄﾙｺ 317 317 30 56 61 61 

ﾌﾗﾝｽ 52 52 46 47 36 36 

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙ 12 12 3 3     

ﾒｷｼｺ 37 37 27 27 30 30 

ﾓﾛｯｺ 2 2 16 16     

中国 113 298 71 200 24 261 

米国 25 25 9 9 58 58 

Solanum nigrum(ｲﾇﾎ
ｵｽﾞｷ) ｵﾗﾝﾀ  ゙ 3 3         
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参考 
種子の検定を実施する場合の粒数の考え方について 

 
１ 検査用主試料の抽出方法（１次抽出） 

国際種子検査協会（ISTA）が定める国際種子検査規程の抽出方法（ISTA Rules 2024 Chapter 2: 
Sampling）（ISTA, 2024）に準拠した方法で同一の荷口単位から無作為に検査用の主試料を抽出

し、その中から、以下の検定用試料として規定の数量を抽出する。 
 
２ 検定用試料の抽出方法（２次抽出） 

検定用試料については、ISTAの抽出方法に準拠した方法で、ISPM 31「Methodologies for sam-
pling of consignments」（FAO, 2016b）を根拠とした、以下のポアソン分布に基づく抽出量の計算

式（山村, 2011）に基づいた抽出理論による検定数量について抽出する（小ロットについては下

記（２）参照）。 

𝑛 = −
𝑙𝑜𝑔௘（1 − 𝛽）

𝑝
 

 
n：抽出量 
β：検出確率（信頼度） 
p：限界不良植物率（不良率の上限） 

 
本式では、病害虫の付いた植物を不良植物とし、不良植物率がp以上の荷口が国内へ入ってく

るリスクを、n個検査することにより、１－β以下に制御する。 
 
（１）通常ロットの種子検定対象の２次抽出量（n）の基本的な考え方 

個々の病原体の具体的な種子検定粒数の根拠とできる技術的情報がない場合は、国際種子連

盟（International Seed Federation（ISF））等の国内外の検定方法の諸情報等を総合的に考慮し、

種子検定のための２次抽出量（n）は、ウイルス・ウイロイドについては、限界不良植物率（＝

ロットにおいて検出しようとする最低感染種子率）（p）の暫定値として0.001（＝0.1％＝荷口

1000 粒／ロット中、感染種子１粒）、検出確率（β）は99％を採用し、上記ポアソン分布の式

を用いて4,606粒／ロット要することとする。 
 

 
検出確率

（β） 
限界不良植物率（p） 

（暫定値） 
２次抽出量（n）→検定用の 

主試料／ロット当たり 

ウイルス･ 
ウイロイド 

99％ 0.001 約4,600粒 

 
＜ToBRFVについての検定用抽出量の検討詳細＞ 

ToBRFVの検定粒数や種子感染率（p）に係る情報を記載した文献はないことから、現時点で

は、上記で算出した検定粒数の約4,600粒／ロットは妥当と考える。 
よって、ToBRFVの場合の検定のための数量は、下記（２）で示す同一の荷口当たりの種子

数が少ない場合（小ロット）以外は、その同一の荷口当たりの種子数に関わりなく一律に約

4,600粒／ロットとする。 
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（２）小ロットの種子検定対象の抽出量の基本的な考え方 
小ロット（同一の荷口当たりの種子数が少量の場合。例えば、規定の検定数量を確保する場

合が困難な場合）の２次抽出量については、次の考え方に基づくこととする。 
なお、小ロットの範囲とは、上記（１）で計算した２次抽出量の値が、検出対象の同一の荷

口当たりの種子の数量（検査荷口の大きさ（母集団））の10％となるまでの値の範囲とする。 
 

限界不良植物率（p） 
（暫定値） 

小ロットの範囲 

ウイルス･ウイロイド（0.001） 約46,000粒未満 

 
よって、ToBRFVの宿主植物の種子については、小ロットの場合、ロット当たりの数量が約

46,000粒未満の場合、10％抽出することとする。 
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